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◆満腹コーナー　豚汁（無料・限定

　100 杯）、薬膳カレー（500 円）、

　石窯ピザ（200 円）、鳥めし（250

　円）、黒米ごぼう茶（試飲）

▷時　間　午前 11 時〜午後１時

◆石垣だご作り体験（20 組限定）

▷時　間　午前 10 時〜

▷参加費　100 円（１組）

※ 事前の申し込みが必要です。

◆お菓子倶楽部スイーツルーツカフェ

▷時　間　午前 11 時〜午後１時

▷料　金　手作りケーキとコーヒーの

セット 300 円（予定）

◆地元農産物やお菓子などの物産展

▷時　間　午前 11 時〜午後４時

●申込・問合先　男女協働・まちづくり課（　☎㉓２１１５）

日 時　２月３日�

食のまちづくり宣言８周年記念

　食のまちづくり宣言の普及・啓発を行うとともに、伊万里の豊か
な食材や食育に対する理解を広げ、健康長寿の元気なまちづくりを
推進するために開催します。皆さんの来場をお待ちしています。

食
会 場　立花公民館 【駐車場】

　立花公民館、立花小学校、市役所職員

　駐車場

入 場
無 料

手話通訳・託児
サービス有
( 要予約 )

　1953 年茨城県生まれ。
管理栄養士。プロスポーツ
選手の個人指導、社員食堂
の改革、保育園、幼稚園の
給食改善のアドバイスなど
を行う。『病気にならない県
民食のすすめ』、『変な給食』
など著書多数。

幕内秀夫さん 

プロフィール

のまちづくりフォーラム

◆午後０時 30 分　開　場

◆午後１時　開　会

◆午後１時 20 分〜２時 50 分　記念講演

　『ごはんの力〜日本型食生活で健康に〜』

　講　師　幕内　秀夫さん
　　　　　フーズ＆ヘルス研究所代表、
　　　　　『粗食のすすめ』著者　　　

◆午後３時〜３時 40 分　事例発表　

①『誕生！ Imari Baum』

　伊万里商業高等学校　岡田美里さん、

木原美涼さん、坂口睦季さん、高橋佳与

さん、山﨑由里香さん

②『伊万里食三昧〜伊万里牛ハンバーグご

当地グルメへの取り組み〜』

　伊万里食三昧実行委員会　前田清浩さん

　『
今
度
生
ま
れ
変
わ
っ
た
ら
、男
・

女
？
』
を
テ
ー
マ
に
、
自
分
の
気

持
ち
を
自
由
に
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ま
せ
ん
か
。

● 
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〜
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０
０
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代
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月
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２
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５
）

　『
地
域
資
源
を
活
用
し
た
ま
ち

づ
く
り
』
を
テ
ー
マ
に
、
市
民
な

ど
８
人
が
国
内
で
の
事
前
研
修
お

よ
び
海
外
研
修
を
受
け
、
そ
の
中

で
学
ん
だ
文
化
や
風
土
、
ま
ち
づ

く
り
の
手
法
な
ど
に
つ
い
て
発
表

を
し
ま
す
。

● 
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月
６
日
（
水
）

　
　
　
　 

午
後
６
時
〜
７
時
30
分

● 

場
　
所
　
市
民
セ
ン
タ
ー
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参
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費
　
無
　
料
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先
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女
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働
・
ま
ち
づ

　
く
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課
（
　
☎
㉓
２
１
１
５
）

お
知
ら
せ

次
代
を
創
る
海
外
研
修

派
遣
団
研
修
報
告
会

ワ
ー
ル
ド
カ
フ
ェ

『
み
ん
な
で
か
た
れ
場
』

立花名物『軽トラ朝市』も同時開催
▷時　間　午前９時〜

その他多彩なイベントを開催！
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　職員の給与は、地方公務員法に基づき国家公務員や、ほかの
地方公共団体の職員給与との均衡などを考慮して条例で定めて
います。ここでは、その職員給与の現状をお知らせします。

標 準 的 な
職 務 内 容

部長の職務
または
相　当　職

課長の職務
または
相　当　職

係長の職務
または
相　当　職

高 度 の 知 識
ま た は 経 験
を必要とする
職 員 の 職 務
または相当職

自動車運転手
学校技能主事
調理師 等

副課長の
職務または
相　当　職

技能労務職 合　計区　　分
7級 6級 1級 小計5級 4級 3級

行　　　　　政　　　　　職

職　員　数

構　成　比

参
考

1年前の構成比

5年前の構成比

17 24 51  129 119 38 440 49

3.5 4.9 10.4 26.4 24.3 7.8 90.0 10.0 100

3.9 4.7 10.1 25.6 24.0 8.8 90.6 9.4 100

3.6 7.0 9.4 23.3 18.6 15.0 86.3 13.7 100

人 人 人 人 人 人 人 人 人

% % % % % % % % %

6. 職種別・級別職員数の状況（一般会計） （平成24年4月1日現在）

一般行政職

技能労務職

区　分

区　　分 経験年数10年 経験年数15年 経験年数20年

一般行政職

技能労務職

大学卒

高校卒

高校卒

278,538
229,725

230,250

301,500
264,850

249,600

349,975
302,925

271,400

区　　分

一般行政職

技能労務職

大学卒

高校卒

高校卒

伊万里市 国

161,600
140,100

135,600

172,200
140,100

137,200

職員数
（Ａ） 期　　末

勤勉手当

１人当たり
平　　均
給 与 費
（Ｂ）/（Ａ）

給　料 職員手当 計（Ｂ）

給　　　　与　　　　費

491 1,818,910
人 千円

297,173
千円

646,958
千円

2,763,041
千円

5,627
千円

2. 職員給与費の状況
4. 職員の初任給の状況

5. 職員の経験年数別・学歴別平均給料月額状況

3. 職員の平均給料月額および平均年齢の状況

（平成23年度普通会計決算額）

（平成24年4月1日現在）

（平成24年4月1日現在）

（平成24年4月1日現在）

注）経験年数10年とは、年齢でみると卒業後直ちに採用された場合、
　   大学卒については32歳、高校卒については28歳となります。

注）1.一般行政職とは、税務職、医療職、保健職、消防職、企業職、
　　   技能労務職を除いた職員です。
　   2.国の数値は、国家公務員給与等実態調査（人事院）によるものです。

注）職員手当には、退職手当は含みません。

円 円 円

円 円 円

円 円 円

円 円

円 円

円 円

平　　均
給料月額

伊 万 里 市 国

平均年齢 平　　均
給料月額 平均年齢

318,089

344,771

304,944

270,465

41.8

49.3

42.8

49.7

円 円 歳歳

円 円 歳歳

区分

勤続20年
勤続25年
勤続35年
最高限度額
そ の 他
加算措置
退 職 時
特別昇給 無 無

定年前早期退職
特　別　措　置

1 人 当 り
平均支給額
（平成23年度）

（
期
末
）

（
勤
勉
）

支 給 率
自己都合

職制上の段階、職務の級等による加算措置があります

勧奨・定年 自己都合 勧奨・定年
伊 万 里 市 国

退

　職

　手

　当

勤
勉
手
当

期
末
手
当

伊万里市支給月数（）は国の支給月数

59.28月分 59.28月分59.28月分

23.50月分 23.50月分30.55月分 30.55月分

59.28月分

33.50月分 33.50月分41.34月分 41.34月分
47.50月分 47.50月分59.28月分 59.28月分

（2～20％加算）

計

20,458  千円

8. 職員手当の状況（1） （平成24年4月1日現在）

人

人

%

人

人

%

総　計 うち行政職
職　　　員　　　数（Ａ）

比　　　率　（Ｂ）/（Ａ）

普通昇給期間を短縮
して昇給した職員数

区　　　　　　分
488

23

4.7
489

26

5.3

人

人

%

人

人

%

442

23

5.2
440

25

5.7

（Ｂ）

職　　　員　　　数（Ａ）

比　　　率　（Ｂ）/（Ａ）

普通昇給期間を短縮
して昇給した職員数（Ｂ）

7. 昇給期間短縮の状況（一般会計）

23 年度

22年度

伊万里市職員給与の現状

住民基本台帳人口
　　   Ｈ24.3.31現在

 人 件 費 率
（Ｂ）/（Ａ）歳出額（Ａ） 実質収支 人件費（Ｂ）

57,440
人

22,819,062
千円

412,594
千円

4,393,996
千円

19.3
%

21.4
%

1. 人件費の状況 （平成23年度普通会計決算額）
2 2年度の
人 件 費 率

人件費には、特別職（市長・市議会議員・
駐在員・各種委員等）に支給される給料、
報酬などを含みます。

注）

2級

副主査の
職務または
相　当　職

定型的な業
務を行う職員
の職務または
相　当　職

62

12.7

13.5

9.4

人

%

６月期

12月期

1.225（1.225）

2.6（2.6）

0.675（0.675）

0.675（0.675）

1.35（1.35）

489

1.375（1.375）

２〜４ページについての
お問い合わせは
■総務課職員係
　（　 ☎㉓２１２７）

問 合 先

：このマークが付いている記事は、市のホームページでもご覧になれます。 伊万里市役所 検索 2



職員全体に占める手当支給職員の割合

消防吏員の特殊勤務手当
消防吏員の特殊勤務手当
環境衛生業務従事職員の特殊勤務手当
市税等徴収事務従事職員の特殊勤務手当
社会福祉事務従事職員の特殊勤務手当

代表的な手当の名称

支給額の多い手当

多 く の 職 員 に
支給されている手当

支給対象職員1人当たり平均支給月額
手　　当　　の　　種　　類（手当数）

区　　　　　　分 全　　　職　　　種

特
殊
勤
務
手
当

20.4％
4,093 円
23

職員手当の状況（2） （平成23年度）

同　　　　　じ

同　　　　　じ

配偶者
配偶者以外
配偶者を欠く扶養親族のうち１人
満16歳になる年度初めから満22歳になる年度末までに該当する子がいる場合1人につき5,000円を加算

交通機関利用者
全額支給限度額
交通用具使用者

交通機関利用者
　　全額支給限度額同じ
交通用具使用者
　　市域が広いため異なる

借家・借間最高支給限度額

13,000 円
6,500 円
11,000 円

  2,000 円
4,300 円
6,500 円
8,500 円
10,600 円
12,000 円
13,600 円
15,000 円

２km以上 ５km未満
５km  〃  ８km  〃
８km  〃  10km  〃
10km  〃  15km  〃
15km  〃  20km  〃
20km  〃  30km  〃
30km  〃  40km  〃
40km以上

55,000 円
右記のとおり

27,000 円

区　分

扶養手当

住居手当

通勤手当

内　　　　　　　　容 国の制度との異同 国の制度と異なる内容
職員手当の状況（3） （平成23年４月1日現在）

支　給　総　額

職員１人当たり
平均支給月額

支　給　総　額

職員１人当たり
平均支給月額

時
間
外
勤
務
手
当

　年
度

　年
度

145,863千円

24,556円

139,740千円

23,525円

職員手当の状況（4）

23

 22
市　　　　　長
副　　市　　長

議　　　　　長
副　　議　　長
議　　　　　員

市  長 ・ 副 市 長
議 長 ・ 副 議 長
議 　 　 　 　員

給

　料

報

　酬

期
末
手
当

区　　　分 給 料 月 額 等

946,000 円
755,000 円

486,000 円
435,000 円
407,000 円

６月期
12月期
計　

1.4  月分
1.55月分
2.95月分

9. 特別職の報酬状況 （平成24年4月1日現在）

（

一

般

行

政

部

門

部

　
　門

特
別
行
政

会
計
部
門

公
営
企
業
等

区　　分 職　　員　　数 対前年増減数
部　　門
議　会
総　務
税　務
民　生
衛　生
労　働
農林水産

商　工
土　木
小　計

小　計

合　　　計

小　計

教　育
消　防

病　院
水　道
下水道
その他

普通会計計

平成22年 平成23年 平成24年 平成22年 平成23年 平成24年
7
93
25
83
20
1
37
13
33
312 △ 7

77

567

178

490

92
86

0
29
11
37

7
94
25
83
20
0
39
11
37
316

137

634

181

497

94
87

59
30
11
37

7
92
24
83
21
1
39
11
36
314

132

621

175

489

89
86

55
30
11
36

　　  △ 2
 1
△ 2
△ 1

△ 2
 

△ 1

△ 9

△ 21

△ 5 △ 6

△ 3
△ 2

3

△ 6
△ 5

△ 13

△ 8

　       △   　　  △ 4

 
△ 1

△ 2

 

 1
 1

△ 1

△ 2
2

△ 3

△ 55

△ 54

1

△ 55
△ 1
 
 1

（ア）部門別職員数の状況 （イ）平成24年の職員数の増減状況
10. 定員の状況

（各年4月1日現在）

注）職員数は一般職に属する職員数であり、地方公務員の身分を保有する休職
　 者、派遣職員などを含み、臨時および非常勤職員を除いています。

部　　門 主 な 増 減 理 由増員数 減員数 差　引

一

般

行

政

部

門

部

　
　門

特
別
行
政

会

計

部

門

公
営
企
業
等

議　会

商　工

労　働

衛　生

総　務

教　育

消　防

農林水産

民　生

税　務

土　木
 

△ 3

病 院

△ 2

● 病院調理員の再配置による増

● 後期高齢者医療保険制度事業の業務拡大
　による増

水 道

下水道

その他

　 △55

　（金額は月額）

1

 3

55

△ 12

△ 2
△ 1

1
1

 
△ 1

△ 5
△ 1

3

1

※平成21年人事院勧告実施後
　を表示しています

※平成21年度人事院勧告実施後を表示しています

3

   3

1

● 欠員補充による増1 1

● 休日・夜間急患医療センター移転工事完
　了による減

● ＤＶ基本計画の新規策定等業務拡大によ
　る増

1
 

△ 1

2
 

△ 2

2 2

● 産業振興体制の見直しによる減

● 港湾・国道関連部署統合による減等

● 産業振興体制の見直しによる増

3

● 病院事業の医療福祉組合への移管による減

1
 

△ 1 ● 上水道第９次拡張事業の完了による減　

1

3



　ここでは、伊万里市における人事行政の運営等の状況
をお知らせします。

人事行政運営等の状況

1. 職員の競争試験の状況 （平成23年度・単位：人）

※最終合格者は、平成24年度（平成24年４月１日付）で採用しています。

申込者数区　分 受 験 者 数
（Ａ）

最 終 合 格
者 数（Ｂ）

競争率
（Ａ）/（Ｂ）

3. 職員の勤務時間および休暇に関する勤務条件の状況

部長級 計
区　分

昇　任

その他

男
性

女
性

課長級 副課長級 係長級 一般職級

男
性

女
性

男
性

女
性

男
性

女
性

男
性

女
性

男
性

女
性

4  　1     2     0    4    1   11  10   0    0

7    0   10    1   11    4   31   9   30  19

（2）職員の異動（件数）の状況（平成23年度） （単位：人）

21   12

 89   33

2. 職員の採用、異動、退職等に関する任免の状況

男　性 女　性 計
競 争 試 験

区　　分

（1）職員の採用の状況（平成23年度） （単位：人）

男　性 女　性 計
退 職 者 数

区　　分

定 年 退 職
勧 奨 退 職
そ の 他
計

4
1
12
17

0
6
34
40

4
7
46
57

（3）職員の退職の状況（平成23年度）

（1）職員の勤務時間（一般職の標準的なもの）

一 週 間 の
勤 務 時 間 開始時間 終了時間 休 憩 時 間

38時間45分 午前
８時30分

午後
５時15分

正 午 ～
午後１時まで

総付与日数
（Ａ）

19,773日

（2）年次有給休暇の取得状況（平成23年）

総使用日数
（Ｂ）

対象職員数
（Ｃ）

平均取得日数
（Ｂ）/（Ｃ）

取 得 率
（Ｂ）/（Ａ）

4,972日 516人 9.6日 25.15％

（3）時間外勤務および休日勤務等の状況（平成23年度）

時間外・休日勤務総時間数 時間外勤務平均時間数

99,714時間 179.3時間

育児休業の承認件数

育児休業期間延長の承認件数

男　性 女　性区　　　分

14件

1件

ー

ー

（4）育児休業の状況（平成23年度）

4. 職員の分限および懲戒処分の状況
（1）分限処分者数（平成23年度）

勤務成績が良くない場合

刑事事件に関し起訴された場合

降 任区　　　分 免 職 休 職 降 給 計

心身の故障の場合
職に必要な適格性を欠く場合

職制、定数の改廃、予算の減少
により廃職、過員を生じた場合

計

ー
ー
ー

ー
ー
ー

ー
2
ー

ー
ー
ー

0
2
0

ー
2

ー
0

0
2

ーー ー ー 0

（2）懲戒処分者数（平成23年度）

法令に違反した場合

戒 告区　　　分 減 給 停 職 免 職 計

職務上の義務に違反し、又は、
職務を怠った場合
全体の奉仕者たるにふさわしく
ない非行があった場合

計

ー

ー

ー

ー

ー

1

ー

ー

0

1

ー ー ー 0ー

（単位：人）

（単位：人）

※課付および出向職員は除く　※育児休業者、病気休職者は除く

職員一人当たりの

（平成23年度・単位：件）

許可件数

（単位：人）

ー

ー

2

2

受講者数区 分

17

74

6

2

5

1,334

19

1,457

5. 職員の営利企業等従事許可等に関する服務の状況

6. 職員の研修および勤務成績の評定状況
（1）研修の状況（平成23年度）

営利を目的とする私企業を営むことを目的とする会
社その他の団体の役員、顧問、参与及び評議員等の
地位を兼ねる場合

自ら営利を目的とする私企業を営む場合

報酬を得て事業もしくは事務に従事する場合

計

営 利 企 業 等 従 事 許 可 の 内 容

政策企画、接遇、民間企業等体験研修など

計

新規採用職員研修

佐賀県市町村振興協会主催研修

人事管理研修、ＮＯＭＡ行政管理講座など

市町村職員中央研修所研修

自治大学研修、県派遣研修など

市町村行政講演会

階層別研修

専 門 研 修

派 遣 研 修

特 別 研 修

その他研修

研 修 内 容

定期健康診断

特定業務従事者健康診断

対象者 受診者区　　分

625
114
79
12
45
21

7. 職員の健康管理等に関する福祉の状況

胃検診
婦人検診
ＶＤＴ健診
人間ドック

600
110
79
12
45
21

8.職員の勤務条件に関する措置要求および不利益
　処分に関する不服申立等の利益の保護の状況
（1）勤務条件に関する措置の要求の状況（平成23年度）

該当なし
（2）不利益処分に関する不服申立ての状況（平成23年度）

該当なし

（2）勤務成績の評定の概要（平成23年度）

評定の回数
評定の時期
評定の対象者

1 回
1 月

596 人

0 0 1 0 1

ー
0

ー
0一般事務A

一般事務B
91
2

79
2

4
0

19.8倍
ー

一般事務A
一般事務B
土 木
保 育 士
保 健 師
消 防 士

文化財担当職
計

7
2
1
ー
ー
2
1
13

4
ー
ー
1
1
ー
ー
6

11
2
1
1
1
2
1
19

（平成23年度）

（単位：人）

（1）職員の健康診断の状況（平成23年度） （単位：人）

（2）職員の福利厚生（平成23年度）
　地方公務員法（昭和25年法律第261号）第42号の規定に基づき、職員
の保健および福利厚生の増進を目的として、規約により伊万里市職員共
済会および伊万里市消防職員共済会が設置されています。
　○伊万里市職員共済会に対する公費負担額　　　2,270,700円
　○伊万里市消防職員共済会に対する公費負担額　　177,300円
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窓
口
で
手
続
き
を
す
れ
ば
、
口
座

振
替
に
変
更
で
き
ま
す
。
１
月
中

に
手
続
き
を
す
る
と
、
４
月
か
ら

の
年
金
天
引
き
が
中
止
さ
れ
、
７

月
か
ら
口
座
振
替
に
よ
る
納
付
と

な
り
ま
す
。
ま
た
年
金
天
引
き
の

場
合
、
社
会
保
険
料
控
除
は
天
引

き
さ
れ
た
本
人
に
適
用
さ
れ
ま
す

が
、
口
座
振
替
の
場
合
、
保
険
料

を
支
払
っ
た
人
に
適
用
さ
れ
ま
す
。

● 

問
合
先
　
長
寿
社
会
課
医
療
保

　
険
係
（
☎
㉓
２
１
５
３
）

● 

日
　
時
　
２
月
17
日
（
日
）

　
　
　
　
午
前
９
時
〜
午
後
３
時

● 

場
　
所
　
夢
耕
房
た
き
の

● 

募
集
人
員
　
15
人

● 

参
加
費
　
２
０
０
０
円

● 

内
　
容
　
黒
米
料
理
、
豆
腐
づ

く
り
、
草
木
染
め
（
黒
米
、
お

茶
な
ど
が
素
材
）
の
体
験

● 

申
込
方
法
　
フ
ァ
ッ
ク
ス
か
メ
ー
ル

● 

申
込
期
限
　
２
月
８
日
（
金
）

● 

申
込
・
問
合
先
　
夢
耕
房
農
産

加
工
グ
ル
ー
プ
・
幸
松

（
☎
０
９
０
‐
３
７
９
９
‐
１
８
３
２
）

　
　
　
　
　
　（
　
㉘
１
６
６
５
）

※
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス

　d
en

@
cp

o
st.p

lala.o
r.jp

● 

申
込
・
問
合
先
　

　
農
山
漁
村
整
備
課
農
地
農
村
係

　
　
　
　
　 

（
　
☎
㉓
２
５
９
１
）

　
母
子
・
寡
婦
家
庭
で
扶
養
す
る

子
ど
も
の
高
校
や
大
学
な
ど
へ
の

進
学
を
支
援
す
る
た
め
、
修
学
資

金
や
就
学
支
度
金
の
貸
し
付
け
を

受
け
付
け
ま
す
。
申
し
込
み
は
、

事
前
申
請
で
、
母
子
と
も
に
面
接

が
必
要
で
す
。
必
ず
前
も
っ
て
問

合
先
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

※
ほ
か
の
奨
学
金
な
ど
と
の
重
複

や
、
市
税
な
ど
に
滞
納
が
あ
る 

場
合
に
は
、
貸
し
付
け
は
受
け

ら
れ
ま
せ
ん
。
そ
の
ほ
か
の
資

金
は
、
随
時
受
け
付
け
て
い
ま

す
の
で
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

● 

受
付
期
限

▽ 

修
学
資
金
・
就
学
支
度
資
金（
平

　
成
25
年
度
入
学
者
）

　
　
　
　
　
　
　
２
月
28
日 

（
木
）

応
募
可
能
で
す
。

● 

応
募
締
切
　
２
月
７
日
（
木
）

※
応
募
条
件
な
ど
、
詳
し
く
は
統

計
局
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ(h

ttp
://

w
w

w
.sta

t.g
o
.jp

)

を
ご
覧
く

だ
さ
い
。

● 

応
募
・
問
合
先
　

　
総
務
省
統
計
局

　（
☎
０
３
‐
５
２
７
３
‐
１
０
０
５
）

● 

日
　
時
　
２
月
７
日
（
木
）

午
後
２
時
〜
４
時

● 

場
　
所
　

　
市
民
セ
ン
タ
ー
文
化
ホ
ー
ル

● 

対
象
者
　
事
業
主
、
労
務
担
当

者
、
労
使
関
係
団
体
な
ど

※
一
般
の
人
も
参
加
無
料
で
す
。

● 

内
　
容
　
大
人
の
『
発
達
障
害
』

に
つ
い
て
（
基
礎
編
）
を
テ
ー

マ
に
し
た
寸
劇
や
講
演
、
対
談

● 

主
　
催
　

　
伊
万
里
労
働
基
準
監
督
署
ほ
か

● 

問
合
先
　
労
働
基
準
協
会

　（
☎
０
９
５
２
㊲
８
３
０
３
）

　
後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料
は
、

年
金
天
引
き
・
口
座
振
替
・
納
付

書
の
３
通
り
納
付
方
法
が
あ
り
ま

す
。
現
在
、
年
金
天
引
き
で
納
付

し
て
い
る
人
は
、
長
寿
社
会
課
の

● 

受
付
日
時
　
市
役
所
開
庁
日
の

　
午
前
10
時
か
ら
午
後
３
時
ま
で

※
木
曜
日
は
除
き
ま
す
。

● 

申
込
・
問
合
先
　
福
祉
課
子
育

　
て
支
援
室
（
☎
㉓
２
１
７
４
）

● 

日
　
時
　
２
月
６
日
（
水
）

　
午
前
10
時
〜
午
後
３
時

● 

会
　
場
　
松
浦
公
民
館

● 

担
　
当
　
人
権
擁
護
委
員

　
　
　
　
　
　
　
馬
場
　
義
行 

氏

　
　
　
　
　
　
　
井
之
　
一
行 

氏

● 

問
合
先
　
佐
賀
地
方
法
務
局
伊

　
万
里
支
局
（
　
☎
㉓
２
４
９
２
）

　
法
務
局
職
員
や
土
地
家
屋
調
査

士
な
ど
が
、
境
界
ト
ラ
ブ
ル
・
相

続
な
ど
の
相
談
に
応
じ
ま
す
。

● 
日
　
時
　
２
月
３
日
（
日
）

午
前
10
時
〜
午
後
４
時

● 

場
　
所
　
市
民
セ
ン
タ
ー

● 

問
合
先
　
佐
賀
地
方
法
務
局
伊

万
里
支
局
（
☎
㉓
２
４
９
２
）

　
総
務
省
統
計
局
で
は
、
10
月
１

日
を
調
査
日
と
す
る
住
宅
・
土
地

統
計
調
査
の
実
施
に
当
た
り
、
標

語
を
募
集
し
ま
す
。
ど
な
た
で
も

ぼ
し
ゅ
う

母
子
・
寡
婦
家
庭
へ
の

修
学
資
金
等
の
貸
付

農
業
体
質
強
化
基
盤

整

備

促

進

事

業

お
知
ら
せ

　
排
水
不
良
の
た
め
に
裏
作
な
ど

の
耕
作
に
適
さ
な
い
農
地
を
対
象

と
し
、
暗あ

ん

渠き
ょ

排
水
管
を
布
設
す
る

助
成
事
業
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

● 

事
業
内
容
　
各
組
織
に
よ
る
暗

　
渠
排
水
管
の
設
置

※
助
成
金
15
万
円
（
10
㌃
当
た
り
）

● 

条
　
件
　

▽
農
地
・
水
組
織
ま
た
は
中
山
間

組
織
代
表
に
よ
る
申
請
と
す
る
。

▽
農
業
振
興
地
域
内
の
農
地
で
あ

　
る
こ
と
。

▽
暗
渠
排
水
管
の
間
隔
は
10
㍍
以 

内
で
布
設
す
る
こ
と
。

▽
完
了
後
は
戦
略
作
物
（
麦
・
大

　
豆
な
ど
）
ま
た
は
地
域
振
興
作

　
物
の
作
付
け
を
行
う
こ
と
。

● 

申
請
期
限
　
２
月
15
日
（
金
）

　支給を受けるには、一定の要件と所

得制限があります。

■特別障害者手当

　20 歳以上の障害者で、心身に著し

く重度の障害などがあるために、日常

生活において常時特別の介護を必要と

する在宅の人（施設入所者は除く）

　▷支給月額　26,260 円

■障害児福祉手当

　20 歳未満の障害児で、心身に重度の

障害があるために、日常生活において

常時特別の介護を必要とする在宅の人

※ 施設入所児は除く

　▷支給月額　14,280 円

● 問合先　福祉課社会福祉係

（　 ☎㉓２１５６）

松

浦

公

民

館

で

無
料
特
設
人
権
相
談

法
務
局
休
日
無
料

相

談

所

開

設

住
宅
・
土
地
統
計
調
査

標

語

募

集

労
務
管
理
セ
ミ
ナ
ー

後
期
高
齢
者
医
療
制
度

保
険
料
納
付
方
法

東
山
代
町
川
内
野
で

草
木
染
め
し
ま
せ
ん
か

FAX

ご存じですか？
特別障害者手当と障害児福祉手当
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か
ら
の
指
定
管
理
者
と
し
て
一
般

社
団
法
人
伊
万
里
・
有
田
地
区
医
師

会
を
新
た
に
指
定
す
る
も
の
で
す
。

■
専
決
処
分
の
承
認
（
※
）

　
平
成
24
年
11
月
16
日
の
衆
議
院

解
散
に
伴
い
、
衆
議
院
議
員
選
挙

に
要
す
る
経
費
を
追
加
す
る
な

ど
、
所
要
の
補
正
措
置
を
講
じ
る

た
め
、
平
成
24
年
11
月
19
日
に
専

決
処
分
し
た
も
の
で
す
。

■
一
般
会
計
補
正
予
算
（
第
８
号
）

　
一
般
会
計
の
歳
入
歳
出
予
算
の
総

額
に
７
億
５
０
９
９
万
１
０
０
０

円
が
追
加
さ
れ
、
補
正
後
の
予
算

総
額
は
２
２
２
億
６
８
６
４
万

２
０
０
０
円
と
な
り
ま
し
た
。

※
歳
出
補
正
の
主
な
も
の

▽
井
手
口
川
ダ
ム
建
設
促
進
事
業

（
土
捨
場
用
地
取
得
）

１
４
７
８
万
円

▽
障
害
者
自
立
支
援
給
付
事
業

４
５
２
５
万
円

▽
予
防
接
種
事
業
　
１
５
９
５
万
円

▽
緊
急
雇
用
創
出
基
金
事
業

１
９
０
万
円

▽
地
域
農
業
水
利
施
設
ス
ト
ッ
ク

マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
事
業

　
　
　
　
　４
８
１
万
円

▽
私
立
幼
稚
園
就
園
奨
励
費
補
助

事
業
　
　
　
　
　２
４
５
４
万
円

▽
体
育
施
設
管
理
事
業
（
射
撃
場
排

水
処
理
装
置
設
置
） 

５
７
５
万
円

■
下
水
道
条
例
の
一
部
を
改
正
す

る
条
例

　
公
共
下
水
道
経
営
の
健
全
化
を

図
る
た
め
、
使
用
料
を
平
均
５
・

55
㌫
の
引
上
げ
と
な
る
よ
う
改
定

す
る
と
と
も
に
、
下
水
道
法
の
改

正
に
伴
い
、
公
共
下
水
道
お
よ
び

都
市
下
水
路
の
構
造
お
よ
び
維
持

管
理
の
基
準
を
定
め
る
た
め
、
条

例
を
改
正
し
た
も
の
で
す
。

■
指
定
管
理
者
の
指
定

　
指
定
管
理
者
制
度
に
よ
り
管
理

を
行
う
公

お
お
や
けの
施
設
の
う
ち
、
平
成

24
年
度
末
で
指
定
期
間
が
満
了
す

る
伊
万
里
休
日
・
夜
間
急
患
医
療
セ

ン
タ
ー
に
つ
い
て
、
平
成
25
年
４
月

　
平
成
24
年
第
４
回
定
例
会
が
12
月
３
日
か
ら
20
日
ま
で
開
か
れ
ま

し
た
。
今
回
の
定
例
会
で
は
、
条
例
議
案
11
件
、
一
般
議
案
４
件
、

予
算
議
案
７
件
、
議
会
議
案
４
件
、
報
告
３
件
、
ま
た
一
般
市
政
に

対
す
る
質
問
な
ど
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
審
議
の
結
果
、
提
出
議
案
は
、

継
続
審
議
と
な
っ
て
い
た
決
算
議
案
10
件
を
含
め
、
原
案
の
と
お
り

可
決
、
承
認
、
認
定
さ
れ
ま
し
た
。
主
な
内
容
は
次
の
と
お
り
で
す
。

■
国
民
健
康
保
険
税
条
例
の
一
部

を
改
正
す
る
条
例

　
国
保
財
政
の
健
全
化
を
図
る
た

め
、
国
民
健
康
保
険
運
営
協
議
会

の
答
申
に
基
づ
き
、
国
民
健
康
保

険
税
率
を
平
均
７
・
３
㌫
の
引
上

げ
と
な
る
よ
う
改
定
す
る
た
め
、

条
例
を
改
正
し
た
も
の
で
す
。

■
都
市
公
園
条
例
の
一
部
を
改
正
す

る
条
例

　
都
市
公
園
法
の
改
正
な
ど
に
伴

い
、
都
市
公
園
の
設
置
基
準
を
定

め
る
と
と
も
に
、
使
用
料
の
額
を

改
定
し
、
併
せ
て
長
浜
勝
田
公
園

を
供
用
開
始
す
る
た
め
、
条
例
を

改
正
し
た
も
の
で
す
。

　
３
常
任
委
員
会
に
付
託
さ
れ
た

議
案
は
、
次
の
よ
う
な
意
見
・
要

望
が
付
さ
れ
、
原
案
の
と
お
り
可

決
お
よ
び
承
認
す
べ
き
も
の
と
決

定
さ
れ
ま
し
た
。

▼
文
教
厚
生
委
員
会

国
民
健
康
保
険
税
条
例
の
一
部
を

改
正
す
る
条
例
制
定
に
つ
い
て

は
、
平
成
27
年
度
の
目
標
で
あ
る

収
納
率
94
㌫
の
必
達
に
向
け
て
鋭

意
取
り
組
む
こ
と
。
ま
た
、
累
積

赤
字
の
解
消
に
向
け
て
基
金
の
創

設
が
予
定
さ
れ
て
い
る
が
、
毎
年

一
定
額
を
必
ず
確
保
す
る
こ
と
。

加
え
て
ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品
の

さ
ら
な
る
周
知
と
差
額
通
知
発
行

の
検
討
を
行
う
こ
と
。

　
一
般
質
問
が
３
日
間
行
わ
れ
、

市
政
に
関
す
る
諸
問
題
に
つ
い
て

11
人
の
議
員
か
ら
26
項
目
に
お
よ

ぶ
質
問
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

※
専
決
処
分

　
議
会
の
議
決
を
要
す
る
案
件
を

早
急
に
決
定
し
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
場
合
で
あ
っ
て
、
議
会
を

開
く
こ
と
が
で
き
な
い
と
き
な

ど
に
、
市
長
の
判
断
で
決
定
し
、

そ
の
後
開
か
れ
る
議
会
で
承
認

を
求
め
る
も
の
で
す
（
地
方
自

治
法
第
１
７
９
条
第
１
項
）。

条
例
議
案

予
算
議
案

一
般
議
案

一
般
市
政
に
対
す
る
質
問

議
会
報
告

平
成
24
年
第
４
回
定
例
会

国
保
財
政
の
健
全
化
を
め
ざ
し
国
保
税
率
を
改
定

委
員
会
報
告

● 

募
集
団
地

　
伊
万
里
市
・
有
田
町
（
５
団
地
）

● 

申
込
書
の
配
布
開
始
日
　

　
２
月
１
日
（
金
）
〜

● 

受
付
日
時
　

　
２
月
５
日
（
火
）
〜
13
日
（
水
）

　
午
前
９
時
〜
午
後
７
時

※
土
・
日
曜
・
祝
日
を
除
き
ま
す
。

● 

公
開
抽
選
日
　
２
月
22
日
（
金
）

● 

抽
選
会
場
　
伊
万
里
総
合
庁
舎

● 

申
込
・
問
合
先
　
指
定
管
理
者

川
原
建
設
㈱
　
伊
万
里
管
理
室

（
☎
⑳
４
５
１
１
）

●

 

募
集
コ
ー
ス
・
定
員

　
電
気
制
御
技
術
科
　
15
人

●

  

応
募
資
格
　
求
職
者
で
、
受
講

　
意
欲
が
あ
り
公
共
職
業
安
定
所

　
長
よ
り
受
講
指
示
ま
た
は
受
講

　
推
薦
を
受
け
た
人

●

 

募
集
期
限
　
２
月
１
日
（
金
）

●

 

訓
練
期
間
　
３
月
１
日
（
金
）

　
〜
８
月
30
日
（
金
）

● 

申
込
先
　
伊
万
里
公
共
職
業
安
定
所

● 

問
合
先
　
ポ
リ
テ
ク
セ
ン
タ
ー
佐
賀

（
☎
０
９
５
２
㉖
９
５
１
６
）

ぼ
し
ゅ
う

県

営

住

宅

へ

の

入
居
予
備
者
募
集

職

業

訓

練

受

講

生

募

集
※ お詫び　広報伊万里 1 月号13 ページの『ほほえ美さん』の中で、吉田 麗華 様の『華』の字を誤って『香』と掲載して
　　　　　 おりました。お詫び申し上げまして、訂正いたします。 6



　
忍
お
し
じ
ょ
う

城
の
城
主
・
成
田
長な
が
ち
か親

を
主
人
公

に
据
え
た
著
作
『
の
ぼ
う
の
城
』
は
、

今
ま
で
と
は
違
う
歴
史
小
説
と
し
て
話

題
に
な
り
ま
し
た
。
こ
の
作
品
は
ど
ん

な
発
想
か
ら
生
ま
れ
て
き
た
の
で
し
ょ

う
か
。
着
想
に
至
る
ま
で
の
秘
話
の
ほ

か
、
歴
史
好
き
の
著
者
が
調
べ
あ
げ
た

家
康
や
信
玄
な
ど
戦
国
武
将
の
イ
メ
ー

ジ
が
変
わ
る
よ
う
な
話
が
満
載
で
す
。

和田 竜 / 著
ＫＫベストセラーズ

２月の巡回日
（市民図書館 ☎㉓4646）

『戦国時代の 
余談のよだん。』

伊万里市民図書館 検索※図書館のホームページは

新 刊 案 内

4、18、25 日
28 日（館内整理休館）２月の休館日

日 巡 回 場 所 時　間 日 巡 回 場 所 時　間

5 日
・

19 日
（火）

立 川 公 民 館 11:30~ 12 日
・

26 日
（火）

る り こ う 苑 10:45~
JA 滝野出張所 11:30~ ケアセンターくちいし 14:50~
国 見 公 民 館 14:00~ 楽 寿 園 14:50~
山 口 病 院 14:15~

13 日
・

27 日
（水）

小石原公民館 11:00~
国見団地集会所 14:40~ 東 山 代 公 民 館 13:50~

6 日
・

20 日
（水）

山 代 公 民 館 11:30~ 向 陽 園 14:00~
浦 之 崎 病 院 14:00~ 伊万里鍋島焼会館 14:30~
西 田 病 院 14:40~ 1 日

・
15 日
（金）

波多津公民館 11:30~

7 日
・

21 日
（木）

西 光 苑 11:00~ ほ の ぼ の 14:00~
ケアハウスいまり 11:30~ JA 大 川 支 所 14:30~
市民センター 14:15~ 14 日 ひ ま わ り 園 14:00~

8 日
・

22 日
（金）

南波多公民館 11:20~ 15 日 大 川 公 民 館 14:00~
田 代 公 民 館 11:30~ 1 日 ユ ー ト ピ ア 14:00~
原屋敷公民館 13:40~ ※ このほか保育園や小学校、会社な

どを巡回しています。
※ 各巡回場所での滞在時間は、10 分

から 20 分程度です。
※ 悪天候などの場合、巡回を中止す

ることがあります。

JA 前平出張所 14:00~
  8 日 デ イ な が や ま 14:40~
22 日 グランパランいまり 14:40~

『めばえの日』にぜんざい会を開催！
　平成６年２月 26 日、市民図書館の起工式には寒
いなか多くの市民が集い、ぜんざいを食べて祝いま
した。その喜びを忘れないように、毎年『図書館フ
レンズいまり』から来館者へぜんざいが振る舞われ
ます。今年もぜひご来場ください。

ところ　市民図書館ホール
※ 同日、会議室で『古本市』を開催します（午前

10時〜午後２時）。

と　き　２月 17 日
    　　午前11時30分〜午後１時

日

【
伊
万
里
市
へ
】

教
育
振
興
奨
励
基
金

▲

十
万
円
　
前
川
　
日
司
（
市
山
）

青
少
年
育
成
基
金

▲

三
万
円
　
前
田
　
和
也
（
南
波
多
町
大
川
原
）

【
社
会
福
祉
協
議
会
へ
】

社
会
福
祉
事
業

●

樋
渡
　
幾
次
（
亡
妻
フ
ジ
ノ
　
　
　
　
　
岩
立
）

●

立
川
　
綾
子
（
亡
夫
清
　
　
　
　
　
　
木
須
東
）

●

山
口
　
文
一
（
亡
妻
ヤ
ス
子
　
　
　
　
　
〃
　
）

●

池
田
　
和
隆
（
亡
父
久
利
　
　
　
　
　
　
〃
　
）

●

釘
島
　
義
雄
（
亡
母
美
千
枝
　
　
　
　
　
釘
島
）

●

犬
塚
　
智
子
（
亡
夫
孝
　
　
　
立
花
台
二
丁
目
）

●

松
尾
　
正
市
（
亡
妻
タ
マ
コ
　
　
新
天
町
３
区
）

●

原
　
友
喜
子
（
亡
夫
善
平
　
　
　
　
　
　
平
尾
）

●

森
戸
　
洋
一
（
亡
母
メ
グ
リ
　
黒
川
町
大
黒
川
）

●

前
田
　
藤
生
（
亡
父
東
一
郎
　
　
〃
　
　
横
野
）

●

齊
藤
　
一
廣
（
亡
母
ユ
ク
ミ
南
波
多
町
府
招
下
）

●

齊
藤
　
一
廣
（
亡
母
ユ
ク
ミ
南
波
多
町
府
招
下
）

●

山
下
　
富
子
（
亡
夫
強
　
　
　
　
〃
　
府
招
上
）

●

吉
村
　
清
三
（
亡
父
達
雄
　
　
松
浦
町
藤
川
内
）

●

松
田
ヨ
シ
子
（
亡
夫
實
夫
　
二
里
町
東
八
谷
搦
）

●

小
山
　
和
子
（
亡
夫
恒
彦
　
　
　
〃
　
　
川
東
）

●

上
園
　
米
子
（
亡
夫
節
夫
　
　
　
〃
　
　
大
里
）

●

金
子
　
廣
子
（
亡
夫
孝
顕
　
　
東
山
代
町
長
浜
）

●

前
川
　
富
子
（
亡
父
平
治
　
　
　
〃
　
　
〃
　
）

●

吉
武
　
文
子
（
亡
夫
正
幸
　
　
山
代
町
福
川
内
）

●

德
永
　
秀
士
（
亡
母
愛
子
　
　
　
山
代
町
立
岩
）

【
各
公
民
館
へ
】

明
る
い
町
づ
く
り
推
進
基
金
な
ど

〔
牧
島
公
民
館
〕

●

釘
島
　
義
雄
（
亡
母
美
千
枝
　
　
　
　
　
釘
島
）

〔
立
花
公
民
館
〕

●

松
尾
　
正
市
（
亡
妻
タ
マ
コ
　
　
新
天
町
３
区
）

〔
大
川
内
公
民
館
〕

●

原
　
友
喜
子
（
亡
夫
善
平
　
　
　
　
　
　
平
尾
）

〔
黒
川
公
民
館
〕

●

森
戸
　
洋
一
（
亡
母
メ
グ
リ
　
　
　
　
大
黒
川
）

●

前
田
　
藤
生
（
亡
父
東
一
郎
　
　
　
　
　
横
野
）

〔
波
多
津
公
民
館
〕

●

古
川
　
　
満
（
亡
父
秀
夫
　
　
　
　
　
　
筒
井
）

〔
南
波
多
公
民
館
〕

●

齊
藤
　
一
廣
（
亡
母
ユ
ク
ミ
　
　
　
　
府
招
下
）

●

山
下
　
富
子
（
亡
夫
強
　
　
　
　
　
　
府
招
上
）

〔
大
川
公
民
館
〕

●

田
代
　
和
枝
（
亡
夫
正
敏
　
　
　
　
　
　
立
川
）

●

前
田
　
守
廣
（
亡
母
光
代
　
　
　
　
　
　
長
野
）

●

前
田
三
代
司
（
亡
母
フ
ユ
ノ
　
　
　
　
　
〃
　
）

●

池
田
　
義
博
（
亡
母
ト
ミ
　
　
　
　
　
　
川
原
）

▲
一
万
円
　
Ｐ
・
Ｐ
・
Ｋ
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
ク
ラ
ブ

〔
松
浦
公
民
館
〕

●

吉
村
　
清
三
（
亡
父
達
雄
　
　
　
　
　
藤
川
内
）

〔
二
里
公
民
館
〕

●

山
口
　
憲
一
（
亡
母
ム
ラ
　
　
　
　
西
八
谷
搦
）

●

前
田
　
壽
子
（
亡
父
末
次
　
　
　
　
　
　
川
東
）

●

小
山
　
和
子
（
亡
夫
恒
彦
　
　
　
　
　
　
〃
　
）

●

上
園
　
米
子
（
亡
夫
節
夫
　
　
　
　
　
　
大
里
）

〔
東
山
代
公
民
館
〕

●

金
子
　
廣
子
（
亡
夫
孝
顕
　
　
　
　
　
　
長
浜
）

◎
12
月
末
締
め
　
●
印
は
香
典
返
し
　
▲
印
は
篤
志
寄
付
で
す
。

次
の
方
か
ら
ご
寄
付
を
い
た
だ
き
ま
し
た

厚
く
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。（
敬
称
略
）

東日本大震災へのご支援、ありがとうございました。 ● 義援金 31,836,411 円（市受付分。12 月末現在）7



◇
３
歳
８
か
月
児
健
康
診
査

▼
対
　
象
　
平
成
21
年
６
月
生
ま
れ

▼
期
　
日
　
２
月
21
日
（
木
）

▼
受
付
時
間
　
午
後
１
時
〜
１
時
30
分

※
会
場
は
、
い
ず
れ
も
市
民
セ
ン
タ

ー
で
す
。
母
子
健
康
手
帳
、
ア
ン

ケ
ー
ト
を
ご
持
参
く
だ
さ
い
。

▼
対
　
象
　
７
歳
６
か
月
未
満
の
継

続
接
種
の
乳
幼
児

※
四
種
混
合
（
ジ
フ
テ
リ
ア
、
百

日
せ
き
、
破
傷
風
、
不
活
化
ポ

リ
オ
）
予
防
接
種
に
つ
い
て
は
、

市
役
所
だ
よ
り
11
月
号
で
ご
確

認
く
だ
さ
い
。

◆期　日　２月 18 日（月）
◆対象および受付期間
▷妊産婦・５か月児・10 か月児
　午前９時 30 分〜 10 時 30 分
　母子健康手帳、妊婦健診票の発行
▷１歳児・２歳児　午後１時〜２時
◆内　容　身体計測、むし歯予防など

◆日　時　２月 15 日（金）
▷午後２時〜３時
　母子健康手帳、妊婦健診票の発行
▷午後３時〜４時 30 分
　予防接種・スキンケア・歯の健康
※ 事前の申し込みが必要です。

◆日　時　２月５日（火）
　午前 10 時〜正午、午後１時〜４時
※ 相談は予約制で、１人１時間程度

◆対　象　40 歳以上の人
◆期　日　２月 19 日（火）
◆受付時間　午前９時〜 10 時 30 分
◆内　容　視触診、マンモグラフィー
◆定　員　50 人（要予約）
※ ２年に１回の受診となります。
※会場はいずれも市民センターです。

◇
３
か
月
児
健
康
診
査

▼
対
　
象
　
平
成
24
年
11
月
生
ま
れ

▼
期
　
日
　
２
月
28
日
（
木
）

▼
受
付
時
間
　
午
後
１
時
〜
１
時
30
分

※
Ｂ
Ｃ
Ｇ
予
防
接
種
を
実
施
し
ま

す
の
で
予
診
票
を
ご
持
参
く
だ

さ
い
。

※
絵
本
が
入
っ
た
ブ
ッ
ク
ス
タ
ー
ト

パ
ッ
ク
を
お
渡
し
し
ま
す
。

◇
１
歳
６
か
月
児
健
康
診
査

▼
対
　
象
　
平
成
23
年
７
月
生
ま
れ

▼
期
　
日
　
２
月
14
日
（
木
）

▼
受
付
時
間
　
午
後
１
時
〜
１
時
30
分

※
希
望
に
よ
り
フ
ッ
素
塗
布
を
行

い
ま
す
（
３
０
０
円
）。

乳
幼
児
定
期
健
康
診
査

▼
対
　
象
　

▽
第
１
期
　
生
後
12
か
月
以
上
24
か

月
未
満

▽
第
２
期
　
平
成
18
年
４
月
２
日
〜

平
成
19
年
４
月
１
日
生
ま
れ

▽
第
３
期
　
中
学
１
年
生
に
相
当
す

る
年
齢
の
人
（
平
成
11
年
４
月
２

日
〜
平
成
12
年
４
月
１
日
生
ま
れ
）

▽
第
４
期
　
高
校
３
年
生
に
相
当
す

る
年
齢
の
人
（
平
成
６
年
４
月
２

日
〜
平
成
７
年
４
月
１
日
生
ま
れ
）

▼
料
　
金
　
無
　
料

▼
接
種
方
法
　
接
種
日
（
指
定
日
）

の
５
日
前
ま
で
に
医
療
機
関
へ
申

し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

※休日・夜間急患医療センターの夜間小児診療は、月曜日から金曜日までの午後８時から 10 時まで行っています。
　まずは電話㉓９９１０で、お子さんの様子を説明し、その後に来所してください。

妊産婦・乳幼児相談

妊婦わくわくクラブ

ストレスケア相談

乳 が ん 検 診

麻
し
ん
・
風
し
ん
予
防
接
種

　

保
健
コ
ー
ナ
ー

　

　
　
　
　
　
　
　
　
●
健
康
づ
く
り
課
（
保
健
セ
ン
タ
ー
）
☎
㉒
３
９
１
６

三
種
混
合
予
防
接
種

（
ジ
フ
テ
リ
ア
・
百
日
せ
き
・
破
傷
風
）

▶オープニング（午後１時 30 分）
　生きがいづくり教室による発表
▶講演会（午後２時〜３時 30 分）
▷演　題　
　『ストレスをためないための心のコントロール』
▷講　師　福岡県立大学人間社会学部
　　　　　教授　上 野 行 良  氏
▶言語聴覚士による『ことばの相談コーナー』
　（午後１時〜３時）
　言葉や聞こえに関する相談です。どなたでも気軽

にご相談ください。予約が必要ですので、２月 25
日までに健康づくり課（☎㉒３９１６）までご連
絡ください。

● 日　時  　     月　　日　　  

                 午後０時 30 分〜４時

３ 土

● 会　場    市民センター
● 参加費    無　料

2
健康づくりフェスタ

ふるってご参加ください！

特定健診を受けましょう！

◆地区別の特定健診の受診状況をお知らせします◆
平成 24 年度（10 月末現在） 平成 23 年度

順位 地　区 対象者 受診者 受診率 順位 地　区 受診率
１ 南波多 620 256 41.3％ １ 南波多 44.1％
２ 松　浦 446 166 37.2％ ２ 黒　川 38.6％
３ 黒　川 484 168 34.7％ ３ 松　浦 36.6％
４ 大　川 629 194 30.8％ ４ 牧　島 36.4％
５ 東山代 1,007 296 29.4％ ５ 東山代 35.8％
ー 全　市 9,886 2,786 28.2％ ６ 二　里 35.1％
６ 牧　島 243 68 28.0％ ７ 大川内 34.6％
７ 大　坪 1,080 291 26.9％ ８ 伊万里 33.3％
８ 立　花 1,096 288 26.3％ ９ 大　川 32.9％
９ 伊万里 1,216 314 25.8％ ー 全　市 32.6％
10 二　里 1,042 267 25.6％ 10 波多津 29.8％
11 波多津 464 114 24.6％ 11 山　代 29.6％
12 山　代 1,133 265 23.4％ 12 大　坪 29.0％
13 大川内 426 99 23.2％ 13 立　花 24.9％

　健康づくりは、自分の体の状態を知ることから始まりま
す。自分や家族のため年に１度は特定健診を受け、みんな
元気で健康なまちにしていきましょう。
● 対象者　40 歳から 74 歳までの国民健康保険に加入し

ている人で、健康診断（人間ドック、脳ドックを含む）
未受診者

● 日　程　３月 30 日（土）まで
● 場　所　県内の特定健診実施医療機関
● 料　金　40 〜 69 歳　1,200 円、70 〜 74 歳　600 円
※ 受診票（受診券）が必要です。
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